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稀薄AuCr合金( 2 ~300ppmCr) の電気抵抗の温度依存性を細かく測定した。温度領域はO.5~
300Kであり，今回の実験の為に 3He液化冷却装置を製作した。純金の格子振動に依る抵抗を，高温
での試料の熱膨張を考慮した Bloch- Grüneisen の表式を用いて解折したが，得られた Debye温度等
のパラメーターの値は，今まで知られている結果と良い一致が見られた。不純物による抵抗(.1ρ=
ρ(合金)一ρ(純金) )は，低温で増加する近藤効果による部分 (ρ K) と， 30K附近にゆるい極大を
持つ Matthi essen の法則からのずれによる部分(.dOM R) から成り立っている。
ρK は，最近発展した一般化された位相のずれに依る表式 (Generalized Phase Shift Model) を，
さらに不純物間相互作用の効果を含める形に変えた表式を用いて解析した。得られた結果は，近藤温
度TK 二 O.15mK，不純物スピン S=5/2，遮蔽電荷Z=5 であって， Cr不純物の貴金属 Au 中の状態は，
3d状態に電子が丁度半分つまったほぽ対称的な仮想束縛状態に，フェルミ面上であることがわかる。
これはCu合金に対する同様の解析結果とも一致している。近藤温度の値も，他の合金系等の実験結果
から予想、されるものと矛盾しない。推定された s- d結合定数の値は， J:::;-O.08eV程度である。また，
44ppmCrで、も不純物聞の相互作用は無視できず\今回の測定温度領域では，孤立不純物効果は logT
に比例せず\むしろ log Tの 2 次式に近い温度依存性を持っている事を示した。
.dOMR は，定量的・定性的性質に非磁性不純物に依る場合との違いが見られず~， Matthiessen の法
則からのずれの原因が不純物の磁気的性質とは無関係のものであると予想される。我々の結果の温度
変化は，フェルミ面上での電流の異方的分布を考慮する事で定性的に説明できる。




場の 2 乗に比例しており， 15K以下ではあまり温度変化をしないが，これ以上では急激に減少する。
磁気的部分は，低磁場では磁化の 2 乗に比例する負の量になると予想されているが，実際には正の値
が得られた。これは不純物間相互作用によるスピン・グラス的状態に外部磁場によって誘起された磁
化，すなわち一種の磁気モーメントの大きさ自体の変化による効果での散乱ではないかと思われる。
また，高磁場領域では，摂動計算で予想される磁場の対数に比例する負の量が得られた。
論文の審査結果の要旨
磁性不純物を含む貴金属稀薄合金は低温で、Kondo効果と呼ばれる特異な性質を示し，この原因の探
究のためにこれ迄に数多くの研究が行なわれている。しかし 磁気的原因による部分を実験的に抽出
することの困難色適当な理論式を選定することの困難さ等のために，実験結果を正確に解析した例
は意外な程少ない。
この研究で、は稀薄Au-Cr合金の電気抵抗を500mKの温度まで正確に測定し，これを一般化された位
相差モデルを用いて解析することによって， Kondo温度，スピン間磁気的相互作用パラメータ一等の
諸量を正確に決定した。また60KOe までの磁場での磁気抵抗の測定から その磁気的部分が磁場と共
に増大するという現象を見出した。
以上の物理量の決定と新らしい現象の発見は，精度の高い極低温実験技術によって裏づけられてお
り，さらに Kondo効果の理解のための新しい知識を加えたものである。
よって本研究は理学博士の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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